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昨年より，札幌在住の七人でグループを組み「玄の会」と言う会を聞いた。今年も十月二十
七日より十一月三日迄，時計台文化会館に於て開催する事になって居るが，此の展覧会は私に
とっては一番力を入れる展覧会と言えよう。私としては， 作品上の事で最も自由で思い切り新
しい事の試みを出品出来る会である。そして北海道内に於ての唯一の発表の機会であると言え
ょう 。
春以来作品は作り続けて居るが，或る日ふと思い付き此の作品にとりかかつて見ると，とて
も面白い構想である。ところが作り進めて行く内に色々な事が考えられて来る，色々な問題点
が出て来るのである。第ーに恒色する事に於て物の説明を
如何にするか。第二に人形の如くなり勝である。第三に物
の質感をどの様にするか。第四には生々しいものになり勝
である。等々次々と問題点が出て来たのである。
又歴史的にも過去に於て此の様な着色をした彫刻がある
かどうかと云う事も気になり出したが，調べて見ると過去
には確かに沢山有る事が分った。ギリシャに於て，ルネッ
サンスに於ても有る，日本の近代に於ては平櫛田中氏等
も作って1居る。唯其の作品に色付けがマッチするかどうか
と言う事が問題なのであろうと思う。形の美を強調するも
のでなくてはならなしヘその作品を俗悪化して行く事なら
ば気を付けなければならなしミ。今年は外一点と二点は作っ
て見たが次の作品も何作かは試作して行きたいと思う。私
は常に考えて居る点であるが，自分に対して問題性をもっ
た作品でなければ楽しみが無いと想う。我々の年代になる
と唯なれた作風をなれたテクニックで佑rJ作して行く作家が
多く居る事を気に止めて置かなければならぬ。
一作々々自分に問題を提起して其の作の種々な難点を解
決して行ってこそ良いものが生れる事の要素と言えるので
はなかろうかと考える。
然し又別な試みも進めて居るが，作品として形に表れて
来る日が何時になるかそしてどの様な形で作り出されて来るのか自分に言い聞かせて見て居る。
頭の中に描かれて居るものが形として作り出されると，全く別の物に表現されて来る事の方
が多いものである。自分の考えた形を自由に形に表現出来る様に毎日勉強したいものである。
